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  1　　 前中期経営計画「Nitto for Everyone 2025」の振り返り



前中期経営計画「Nitto for Everyone 2025」レビュー（財務目標） 3

営業利益は過去最高水準となり目標を達成、ニッチトップ戦略を推進し収益性も向上
ROEは自己株式の取得加速も目標未達

136

0.9

▲2.8

増減
レビュー

対目標

1,836

17.9

12.2

1,700

17

15

実績目標

2025年

実績

2022年

営業利益
（億円）

1,472

営業利益率
（％）

15.8

ROE
（％）

12.7

・2024年の過去最高益に次ぐ水準
・オプトロニクスを中心に事業を拡大

・ニッチトップ戦略を推進
・伸ばすものに集中、収益構造を転換

・自己株式取得3カ年合計で1,420億円
・資本効率の向上は今後も重要課題



前中期経営計画「Nitto for Everyone 2025」レビュー（未財務目標） 4

前中期経営計画で初めて9つの未財務目標を設定
これらの達成に向けた施策を推進し、NittoグループのESG経営が加速

増減
レビュー

対目標

実績目標

2025年

実績

2022年

製品系

環境系

人財系

・「なくてはならない」製品・サービスが拡大
・新製品比率は目標水準を継続的に達成

・気候変動への対応を推進
・SBT*2を下回るCO2排出量を達成

・個人・組織の活性化を推進も道半ば
・多様性の理解・尊重をベースに施策を継続

未財務指標 単位

ニッチトップ売上収益比率

PlanetFlags™/HumanFlags™
カテゴリ売上収益比率

新製品比率

廃プラスチックリサイクル率

サステナブル材料使用率

CO2排出量(Scope1+2)

エンゲージメントスコア

チャレンジ比率

女性リーダー比率

％

％

％

％

％

kton/年

ー

％

％

50

40

35以上

50

20

470

78

70

24

49.7

46

40

50*1

24

385*1

81

58

22

▲0

6

5

0

4

85削減

3

▲12

▲2

47

17

41

46

17

（21年度）

571
74

42

19

＊1 2026 年 5 月 29 日時点の見通し。確定値は当社ウェブサイトや統合報告書にて開示を予定しております。
＊2 パリ協定で採択された科学的根拠に基づく目標 ( 産業革命前比で気温上昇を 1.5°C 未満に抑える目標）と整合した、企業が設定する「温室効果ガス排出削減目標」
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  2　　　 新中期経営計画「Nitto RISE 2028」策定の前提



Nittoグループの経営戦略 6

経営理念（Mission）

新しい発想でお客様の価値創造に貢献します。

サステナビリティ基本方針

社会課題の解決と経済価値の創造の両立
～Nittoグループは、地球環境、人類と社会をお客様と捉え、持続可能な未来と幸福のためにチャレンジし続けます～

2030年目指す姿

”なくてはならないESGニッチトップ企業”

イノベーションモデル

サステナビリティ重要課題
（マテリアリティ）

社会課題の解決と経済価値の創造の
両立を実現するために
特定した重要課題

ニッチトップ戦略

変化・成長する市場を見極め
シェアNo.1を勝ち取る戦略

環境貢献・人類貢献製品

新中期経営計画「Nitto RISE 2028」

ダブル認定による新しい成長の実現

使命

ESG経営の基本姿勢

長期目標

3年間の実行計画



2030年目指す姿 7

３つの「Nittoらしさ」３つの「Nittoらしさ」で
豊かな未来に貢献

Nittoらしい企業姿勢

驚きと感動

Nittoらしい社風・文化

チャレンジを
楽しむ

Nittoらしい事業

環境・人類貢献
ニッチトップ

“なくてはならないESGニッチトップ企業”
共創イノベーション

信頼と期待

持続可能な
地球環境・人類社会に
なくてはならない



Nitto流イノベーションモデル 8

アイデア

0
テーマ

1
製品

10
事業

100

新製品・
新サービス 新需要

現行事業 新用途

環境貢献

人類貢献

Flags候補 ニッチトップ戦略 目指す姿

三新活動

Flagsに成り得るテーマ以外はやらないFlagsに成り得るテーマ以外はやらない

社会課題の解決に
“なくてはならない”
製品・サービス

社会課題の解決に
“なくてはならない”
製品・サービス

ニッチな領域でシェアNo.1を目指し、
Nittoの成長を支える経営戦略

ニッチな領域でシェアNo.1を目指し、
Nittoの成長を支える経営戦略

新しい需要を創造する
Nitto独自の

マーケティング活動

新しい需要を創造する
Nitto独自の

マーケティング活動

Global Niche Top™
Area Niche Top™

Global Niche Top™
Area Niche Top™

なくてはならない
ESGニッチトップ企業
なくてはならない

ESGニッチトップ企業

社会課題の解決と
経済価値の創造の両立
社会課題の解決と

経済価値の創造の両立

ニッチトップニッチトップ

ダブル認定ダブル認定



ダブル認定の根幹となるニッチトップが生み出される仕組み　 9

具現化

「ニッチトップが新たなニッチトップを生み出すサイクル」がシステムとして確立されている

1st Call

最新情報
顧客ニーズ

Nittoの強み

部署間の垣根が低く、営業と
技術者が一緒にお客様を訪問

スピードと完成度

ニッチトップ
新たな

ニッチトップ
＆

ダブル認定

基幹
技術
基幹
技術

知的
財産
知的
財産

営業
体制
営業
体制

サプライ
チェーン
サプライ
チェーン

三新活動

強みの強化へキャッシュ配分 次の成長へ



ニッチトップ戦略による戦い方 10

事業環境の変化に応じて戦い方を変え、収益を生み出す力を最大化する

各ステージの戦い方

圧倒的な技術力、トップシェア
→なくてはならない機能を提供

競争の激しい環境
自社製品の高付加価値で差別化

特許のオープン戦略
ロイヤリティビジネスで収益化

撤収、撤退、事業譲渡

High-endHigh-end

Middle

LowLow

残さないもの
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新中期経営計画「Nitto RISE 2028」全体像 12

目指す姿 なくてはならないESGニッチトップ企業

根幹 実効性のあるガバナンスを通じて、コンプライアンス・品質・労働安全衛生を徹底し、経営の安全を維持する

重点取組み

財務目標

未財務
目標

重点分野

ダブル認定による新しい成長の実現

（2030年）ダブル認定売上収益比率50％以上指標

財務指標 2028年目標 2030年目標

営業利益

営業利益率

ROE

2,200億円

20％

14％

2,400億円以上2,400億円以上

20％以上20％以上

15％以上15％以上

未財務指標 2028年目標 2030年目標

ダブル認定売上収益比率*1

ニッチトップ売上収益比率*2

Flags売上収益比率*3

エンゲージメントスコア*5

チャレンジ比率*6

Scope1

Scope2

Scope3

40％

50％

50％

300
100
1,520
84

70％

50％以上

50％以上

50％以上

330以下

70以下

1,460以下

85以上

85％以上

・デジタルインターフェース

・グリーンテック

・ヒューマンライフ

製
品
系

環
境
系

人
財
系

GHG排出量*4

(kton)

＊4　Greenhouse Gas（温室効果ガス）の排出量を指し、気候変動に対する取組みの進捗を計る指標
＊5　組織の活性化を示す３要素（従業員の「帰属意識・貢献意欲」「生産的な職場環境」「心身の健康・活力」）を計る指標
＊6　新たな価値創造に向けて自分の経験や可能性を拡げるチャレンジをした従業員の割合を計る指標

＊1　社会課題の解決と経済価値の創造を実現した製品・サービスの創出・拡大を計る指標
＊2　ニッチな領域でシェア No.1 を獲得した「なくてはならない」Nitto 製品の創出・拡大を計る指標
＊3　社会課題の解決に「なくてはならない」製品・サービスの創出・拡大を計る指標。Flags は、PlanetFlags™/HumanFlags™の略称



新中期経営計画「Nitto RISE 2028」の位置づけと財務目標 13

2028年度2025年度 2030年度

営業利益

営業利益率

ROE

営業利益

営業利益率

ROE

営業利益

営業利益率

ROE

20％20％

14％14％

2,200億円2,200億円

17.9％17.9％

12.2％12.2％

1,836億円1,836億円

20％以上20％以上

15％以上15％以上

2,400億円以上2,400億円以上

Nitto for Everyone 2025
(2023～2025年度)

Nitto RISE 2028
(2026～2028年度)

なくてはならない
ESGニッチトップ企業

「ニッチトップ戦略×Nitto流ESG戦略」
の実践

ダブル認定による新しい成長の実現
（成長産業での社会価値・経済価値の両立）

社会課題の解決と経済価値の創造の両立
ダブル認定売上収益比率50%以上

2030年目指す姿の実現に向けた2ndステップ
ダブル認定の創出および拡大に取り組み、成長の確度を高める3年間



未財務目標の考え方 14

「なくてはならないESGニッチトップ企業」の実現に向けた進捗を示す未財務目標を設定

前中計

新中計

改定
背景

製品系 環境系 人財系

ニッチトップ
売上収益

比率

ニッチトップ
売上収益

比率

新製品
比率

新製品
比率

CO₂排出量
(Scope1＋2)
CO₂排出量
(Scope1＋2)

廃プラスチック
リサイクル

比率

廃プラスチック
リサイクル

比率

サステナブル
材料使用率

サステナブル
材料使用率

エンゲージメント
スコア

エンゲージメント
スコア

チャレンジ
比率

チャレンジ
比率

女性リーダー
比率

女性リーダー
比率

実績は継続管理実績は継続管理 実績は継続管理実績は継続管理

ニッチトップ
売上収益

比率

ニッチトップ
売上収益

比率

Flags
売上収益

比率

Flags
売上収益

比率

ダブル認定
売上収益

比率

ダブル認定
売上収益

比率

NEW NEW

上位概念へ一本化

新製品比率︓継続的に目標達成しているため、
　　　　　　実績のみ管理へ

ダブル認定売上収益比率︓目指す姿の達成指標として新設

GHG︓GHG排出量を最上位に位置付け、
          廃プラスチックリサイクル率、
　　　 サステナブル材料使用率は達成のための
　　　 指標として今後も実績のみ継続管理

女性リーダー比率︓
　特定エリアの課題に限られること、多様性は包括が
　重要であることから指標をインクルージョンスコアへ　
　刷新し、マテリアリティKPIとして扱う

エンゲージメント
スコア

エンゲージメント
スコア

インクルージョン
スコア

（マテリアリティKPI）

インクルージョン
スコア

（マテリアリティKPI）

チャレンジ
比率

チャレンジ
比率

PlanetFlags™/
HumanFlags™
カテゴリ売上

収益比率

PlanetFlags™/
HumanFlags™
カテゴリ売上

収益比率

GHG排出量（Scope1）
GHG排出量（Scope2）
GHG排出量（Scope3）

GHG排出量（Scope1）
GHG排出量（Scope2）
GHG排出量（Scope3）

実績は継続管理実績は継続管理実績は継続管理実績は継続管理



未財務と財務　企業価値向上のつながり 15

人財を起点として、財務・企業価値につながる未財務の取組みを強化

未財務 財務

価値創造を加速する経営基盤 共創イノベーションによる価値創造

人財系
製品系

ニッチトップ
製品

サービス

環境系
脱炭素の取組み

なくてはならない
ESGニッチトップ企業

企業
価値

経済
価値の創造

社

会課題の解

決

ステークホルダーの皆様からの信頼と期待

経営資源の提供

信頼関係の醸成

連携・共創



「Nitto RISE 2028」の重点取組み 16

ダブル
認定

ダブル認定による新しい成長の実現
成長産業での社会課題の解決と経済価値の創造の両立

重点取組み

成長テーマの創出

三新活動

ニッチトップ

人的資本経営
チャレンジ

エンゲージメント

脱炭素経営

社会課題解決

デジタル利活用

加速/効率/確度UP

”なくてはならないESGニッチトップ企業”の実現に向けた重点取組みを設定



ダブル認定とは 17

Flagsとニッチトップ双方の認定基準を満たす厳選された製品・サービス

社会課題の解決に
なくてはならない
製品・サービス

環境貢献 /人類貢献 ①貢献度の大きさ（有識者・社内審査）
（必要性、けん引性、共感の声 ほか）

②成長性・実績化・強みとの整合

審査基準

ニッチな領域で
シェアNo.1を狙う

差別化戦略

①高い業績（規模・収益性）

②トップシェアの獲得

審査基準ニッチトップ
認定

2つの基準を
同時に満たす

車載ディスプレイ用
高耐久偏光板

車載ディスプレイ用
高耐久偏光板

バッテリー固定用
電気剥離テープ

バッテリー固定用
電気剥離テープ

核酸合成用
ポリマービーズ 

核酸合成用
ポリマービーズ 

※Flags・ニッチトップは社内認定審議会にて審査

社会課題の解決と経済価値の創造の両立社会課題の解決と経済価値の創造の両立

ダブル認定ダブル認定

ニッチトップFlagsFlagsFlags

※代表的な製品を紹介



ダブル認定の創出を促進する意義 18

ダブル認定の創出および拡大により、持続的な成長が実現可能

持続性の向上

収益性
向上

収益性
(イメージ)

時間

ニッチトップ
認定

より持続的な成長が期待できる状態

2025年度

2030年目指す姿

ダブル認定が
Nitto売上収益の  半分以上  を占めている状態

40％
2030年度

50％以上
2,000億円以上の売上拡大

持続
的な

成長

ダブル認定ダブル認定

ダブル認定売上収益比率



「Nitto RISE 2028」における重点分野 19

Nittoグループの強みを活かし、ダブル認定による新しい成長を目指す分野を設定

❶成長が期待できる  ❷高収益が期待できる  ❸変化が起きている重点分野のポイント!

・脱炭素
・CO₂分離/回収
・再エネ/資源循環
・EV向け材料　など

・半導体
・データセンタ
・AI
・通信　など

・核酸受託製造
・医療用材料
・バイオセンサ
・ヘルスケア
・パーソナルケア　など

デジタル
インターフェース

グリーン
テック

ヒューマン
ライフ
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  3-2　　　 ダブル認定による新しい成長の実現



セグメント別成長戦略 21

ダブル認定の創出および拡大によって、収益性を伴った利益成長を実現する

2023年

営業
利益率

単位︓
億円/年

1,391

1,857 1,836

2,200

20.0%

 1,930

営業
利益

2024年 2025年 2026年 2028年目標

Nitto for 
Everyone 2025

Nitto RISE
2028

15.2%
18.3% 17.9% 18.1%

収益力の強化

ヒューマンライフ

オプトロニクス

インダストリアルテープ

営業利益率

18%→20%

営業利益
構成比率 5%

営業利益
構成比率 65%

営業利益
構成比率 30%

・ニッチトップの創出・強化
・合理化の徹底(デジタル利活用など)
・ノンコア事業等の構造改革

・ハイエンドスマホ向け部材
 　（電気剥離テープ、機能性テープ）
・先端半導体材料・プロセス材料

・核酸薬受託製造・ポリマービーズ
・排水処理用RO膜
・パーソナルケア材料・テクニカルフィルム

・フォルダブル・スマートフォン部材
・車載ディスプレイ向けソリューション
・CISFLEX™(HDD向け)
・高精度基板(スマホ、新用途)
・AI/ARグラス用部材
・太陽電池向けITOフィルム



Nittoグループの成長の軌跡 22

市場変化に対してニッチトップ戦略で高い成長を実現してきた

情報端末(スマートフォンなど)の進化に対してニッチトップを創出

LCD用広視野角
偏光板

LCD用広視野角
偏光板

生成AI
データセンタ需要

生成AI
データセンタ需要スマホ・

タブレット普及
スマホ・

タブレット普及

円高
液晶TV減速
円高
液晶TV減速

2,5002,500

営業利益額
(億円/年)
営業利益額
(億円/年)

2,0002,000

1,5001,500

1,0001,000

500500
20102010 20112011 20122012 20132013 20142014 20152015 20162016 20172017 20182018 20192019 20202020 20212021 20222022 20232023 20242024 20252025 20262026 20282028 20302030

スマホ成長鈍化スマホ成長鈍化 HDD需要減少
自動車市場低迷
HDD需要減少
自動車市場低迷

コロナ関連需要の一巡コロナ関連需要の一巡

デバイス
ハイエンド化
デバイス

ハイエンド化 ディスプレイ
OLED化

ディスプレイ
OLED化

製薬
モダリティ
製薬

モダリティ

生成AI、製薬モダリティ、脱炭素など
最先端領域でダブル認定の創出

透明導電性
フィルム
透明導電性
フィルム

ハイエンドデバイス向け
偏光板

ハイエンドデバイス向け
偏光板 OLED工程用

保護フィルム
OLED工程用
保護フィルム

電気剥離
テープ
電気剥離
テープ

核酸合成用
ポリマービーズ
核酸合成用

ポリマービーズ

CISFLEXTMCISFLEXTM
核酸受託製造核酸受託製造

先端半導体
材料

先端半導体
材料高精度

基板
高精度
基板



ダブル認定による成長戦略 23

成長
領域
成長
領域

既存
領域
既存
領域

戦略投資
による

収益性拡張

戦略投資
による

収益性拡張

新領域への参入新領域への参入

新用途展開新用途展開

新ビジネスの 仕込み (デジタル・AI × 基幹技術 = ソリューション)新ビジネスの 仕込み (デジタル・AI × 基幹技術 = ソリューション)

継続的な
高収益成長
継続的な
高収益成長

新
規

既
存

デジタル
インターフェース

構造改革

グリーンテック ヒューマンライフ

フォルダブル部材フォルダブル部材

スマホ・IT・車載
偏光板

スマホ・IT・車載
偏光板

回路材料
高精度基板
回路材料
高精度基板

半導体プロセス
材料

半導体プロセス
材料

半導体基板半導体基板

ガス・溶剤分離ガス・溶剤分離

先端半導体材料先端半導体材料

事業規模
（イメージ）

重点分野

太陽電池向けITOフィルム太陽電池向けITOフィルム

核酸DDS核酸DDS

核酸受託製造核酸受託製造

低収益・低成長・低差別化
事業の規模適正化

低収益・低成長・低差別化
事業の規模適正化

電気剥離テープ電気剥離テープ

今後は重点分野において、ダブル認定の創出および拡大により収益性を伴った高い成長を目指す



事業ポートフォリオの変革 24

2025年度
実績

2028年度
目標

外部環境の影響を受けにくい事業体質の構築を目指し、よりバランスの取れたポートフォリオへの変革に取り組む

営業利益 1,836億円 営業利益 2,200億円

オプトロニクスオプトロニクス

74％74％
オプトロニクスオプトロニクス

65％65％

インダストリアル
テープ

インダストリアル
テープ
26％26％

ヒューマンライフヒューマンライフ
５％５％

インダストリアル
テープ

インダストリアル
テープ
30％30％



CONTENTS

  3-3　　　 ダブル認定の創出および拡大を支える施策



人的資本経営 26

人的資本を強化し、ダブル認定の創出および拡大を通じたお客様への価値貢献を実践

アイデア
0

テーマ
1

製品
10

事業
100

三新活動 ニッチトップ ダブル
認定

1st Call
（最新ニーズ）

スピーディーに
課題解決を提案

地球環境

顧客

人類社会

個人の活性化
チャレンジを楽しむ人財
グローバルでビジネスを繋ぐ人財
スピードと完成度を向上させる人財

組織の活性化 パフォーマンスを最大発揮する組織

多様性 多様な知と経験が活性化の土台

NIC（新規事業創出大会）

グローバル選抜教育 サステナビリティ教育

三新世界大会

エンゲージメント向上活動 小集団活動
RINC（社内技術交流） 経営理念くるま座

多様な人財の活躍推進
グループ表彰 グローバルカンファレンス

2028年度 70％

チャレンジ比率*1

2028年度 84
エンゲージメントスコア*2

施
策

施
策

未財務目標
施
策

新製品・
新サービス 新需要

現行事業 新用途

＊1 新たな価値創造に向けて自分の経験や可能性を拡げるチャレンジをした従業員の割合を計る指標
＊2 組織の活性化を示す３要素（従業員の「帰属意識・貢献意欲」「生産的な職場環境」「心身の健康・活力」）を計る指標



デジタル利活用 27

攻め

データ＆AI × NittoPersonで価値創造を次のステージへ

圧倒的な”差”を生む
ー新たな価値創造ー

守り
”ムダ”をなくす
ー既存ビジネス改革ー

・ニッチトップ/三新の 数・確度・スピード向上・ニッチトップ/三新の 数・確度・スピード向上

・新たなビジネスモデルの創出
　顧客エンゲージメント向上

・新たなビジネスモデルの創出
　顧客エンゲージメント向上

・モノづくりの進化 & SCMの強靭化・モノづくりの進化 & SCMの強靭化

・AI活用による業務効率化・AI活用による業務効率化

リソース捻出の加速

イノベーション創出

データ＆AI

“土台”を固める ーインフラ改革ー

・データ業務基盤の整備　・データガバナンス /サイバーセキュリティ　・自律的にデジタルを活用する人財育成・組織文化の醸成・データ業務基盤の整備　・データガバナンス /サイバーセキュリティ　・自律的にデジタルを活用する人財育成・組織文化の醸成



脱炭素経営 28

＊1　パリ協定で採択された科学的根拠に基づく目標 ( 産業革命前比で気温上昇を 1.5°C 未満に抑える目標）と整合した、企業が設定する「温室効果ガス排出削減目標」
＊2　Business As Usual

2030年度SBT＊1を確実に達成する施策を推進

Scope１ / Scope２

達成に向けた施策

Scope1︓省エネ、脱溶剤、排熱回収
Scope2︓再エネ転換の推進

Scope2

Scope1

746

2020年
基準年

2025年
見通し

2028年
目標

2030年
目標

SBT
400kton

382

364

385

99

286

400

100

300

400以下
70

330

BAU＊2

 (kton)

Scope 3

達成に向けた施策

・ 原材料をサステナブル材に一部転換
・サプライヤー様の脱炭素取組みを促進

1,949

1,480 1,520

2022年
基準年

2025年
見通し

2028年
目標

2030年
目標

SBT
1,460kton

1,460以下
BAU＊2

 (kton)



CONTENTS

  3-4　　　 企業価値向上を加速する財務戦略



キャッシュアロケーション 30

健全な財務政策のもと、ニッチトップ戦略で高いキャッシュを創出し、
成長投資と株主還元の好循環モデルを維持・強化する

営業CF
(研究開発費
控除前)

研究開発
(1,500億円)

設備投資
(3,000~
4,000億円)

現預金・借入

4,500億円以上
成長投資

（3年間の累計）
・成長領域への資源投入/積極投資
・既存事業領域への投資
・経営基盤強化(設備維持・更新)

キャッシュイン キャッシュアウト 優先順位

7,500億円以上
（3年間の累計）
・ニッチトップ戦略でさらなる収益性追求
・健全な財務政策

株主配当 4％以上DOE＊1

機動的配分

・総還元性向 
　60％以上
・インオーガニック
 　領域への成長投資

＊1　株主資本配当率



事業成長を支える成長投資 31

累計設備投資額
2,633億円

21％
20％

8％

51％

既存領域の稼ぐ力を強化しつつ、戦略投資による成長領域の収益性拡大を目指す

前中計期間（2023-2025）

ヒューマンライフ

インダストリアルテープ

オプトロニクス

核酸受託製造
ポリマービーズ
240億円

核酸受託製造
ポリマービーズ
240億円

エレクトロニクス材料
70億円

エレクトロニクス材料
70億円

その他

中長期の成長に向けた
R&D投資
150億円

中長期の成長に向けた
R&D投資
150億円

情報テープ・
スパッタフィルム・偏光板

550億円

情報テープ・
スパッタフィルム・偏光板

550億円

CISFLEX™・
高精度基板
330億円

CISFLEX™・
高精度基板
330億円

累計設備投資額
3,000~4,000億円

35％
15％

50％

ヒューマンライフ

オプトロニクス

核酸受託製造
ポリマービーズ
170億円

核酸受託製造
ポリマービーズ
170億円

ガス・溶剤分離
20億円

ガス・溶剤分離
20億円

電気剥離テープ*
320億円

電気剥離テープ*
320億円

半導体

先端半導体・
半導体プロセス部材
630億円

先端半導体・
半導体プロセス部材
630億円情報テープ・

スパッタフィルム・偏光板
830億円

情報テープ・
スパッタフィルム・偏光板

830億円

CISFLEX™・
高精度基板
430億円

CISFLEX™・
高精度基板
430億円

インダストリアルテープ

＊ その他ハイエンドデバイス向けの生産能力増強を含む

新中計期間（2026-2028）



持続的なROE向上に向けた財務戦略 32

稼ぐ力と資本効率のさらなる改善でROEの向上を目指す

ROEの推移・目標 稼ぐ力の深化（PL）

キャッシュアロケーション～持続性と再現性～

資本効率（BSマネジメント）

10.9%

13.5%

20%

15%

10%
2023 2024 2025 2028 2030

14%
15%
以上

12.2%

2028年

2030年

15
14
13
12
11

2023 2024 2025 2028 2030

親会社の所有者に帰属する
当期利益率

親会社の所有者に帰属する
当期利益率

0.90

0.80

0.70
2023 2024 2025 2028 2030

総資産回転率総資産回転率

・ニッチトップ推進（高収益へ集中）
・構造改革で利益率の底上げ

成長投資（3年間）
4,500億円以上

総還元性向
60％以上

・ROIC経営で運転資本最適化　
・手元流動性適正化（月商3か月）

・成長投資と還元を両立
・M&Aは有利子負債も活用検討



新中期経営計画「Nitto RISE 2028」 33

2030年目指す姿「なくてはならないESGニッチトップ企業」の実現に向けて

根幹

重点取組み

新しい成長に向けて

Nitto RISE 2028
実効性のあるガバナンスを通じて、コンプライアンス・品質・労働安全衛生を徹底し、経営の安全を維持する

営業利益︓2,200億円、　営業利益率︓20%、　ROE︓14％

【製品系】

ダブル認定売上収益比率　︓40％
ニッチトップ売上収益比率︓50％
Flags売上収益比率　　　 ︓50％

【人財系】

エンゲージメントスコア︓84
チャレンジ比率　　　　︓70％

ダブル認定による新しい成長の実現（デジタルインターフェース・グリーンテック・ヒューマンライフ）

【成長戦略】 ①既存領域における成長戦略＋構造改革の推進でキャッシュカウ事業を強化
　　　　　　 ②成長領域への戦略投資によるダブル認定創出 + 新ビジネスの仕込み
【財務戦略】 成長投資︓設備3,000~4,000億円、研究開発費1,500億円、機動的資金の確保/配分

財務

未財務
経営目標

（2028年度）

【環境系】

GHG排出量（Scope1）︓  300 kton
　　　　　（Scope2）︓  100 kton
　　　　　（Scope3）︓1,520 kton
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＜本資料における注意事項＞
1. 業績予想及び将来の予測等に関する記述は、現時点で入手された情報に
    基づき判断した予想であり、潜在的なリスクや不確実性が含まれております。
    従いまして、実際の業績は、様々な要因によりこれらの業績予想とは異なる
    ことがありますことをご承知おき下さい。

2. 金額、比率（％）は、表示単位未満を四捨五入して表示しております。




